
 1 

平成 28年度 就労部会 検討状況報告書 

 

平成 29年 3月 21日 更新 

部会構成メンバー 

・長岡商工会議所青年部 小林         ・長岡公共職業安定所 小黒 

・障がい者就業・生活支援センターこしじ 足立 ・ワークセンター北陽 佐藤 

・とちおワークス 外山            ・長岡高等総合支援学校 矢島 

・長岡市商業振興課 関口           ○事障がい者支援センターあさひ（分室こしじ） 高岳 

○事越路ハイム地域生活支援センター 五十嵐   ○事障がい者支援センターさんわ 安藤 

○事長岡市障害者基幹相談支援センター 山村・松﨑                ○事…事務局 

会議開催経過 議題・検討内容 

【第１回】 

 平成 28年 9月 9日(金) 

・長岡市障害者自立支援協議会の運営体制について 

・専門部会の役割について 

・平成 27年度に提出された課題の取り扱いについて 

【第２回】 

 平成 28年 12月 1日(木) 

・課題の整理作業 

・情報共有 

【第３回】 

 平成 29年 1月 20日（金） 

・課題の整理作業と対応策の検討 

・関係機関の業務内容の確認 

・情報交換 

【第４回】 

 平成 29年 2月 17日（金） 

・関係機関の取組内容の確認 

・平成 29年度の部会の取組内容の決定 

・情報交換 

今
年
度
の 

取
組
方
針 

・課題を整理し、取り組むべき課題を共有するとともに対応策を検討する。 

・就労関係機関の取り組み内容を確認し、共有する。 

進
捗
・
成
果 

（
全
体
会
・
運
営
会
議
へ
特
に
報
告
が
必
要
な
内
容
） 

【第１回】 

・平成 27年度に提出された課題について意見交換を行った結果、設定した課題が大き 

すぎたため、具体的な取り組み内容を考えづらくなっていることが判明。 

次回以降、課題の整理作業を行うこととした。 

・部会員同士で、各々の所属機関の取り組み内容が共有されていないことが判明。 

次回以降、情報共有を行っていくこととした。 

【第２回】 

・課題の整理作業を行い、課題を作り出している原因を抽出した（課題ツリーの作成）。 

・各々の所属機関の取り組み内容や現状について情報共有を行った結果、お互いの 

イメージにずれがあることが分かった。 

【第３回】 

・課題整理作業の結果を整理したもの（課題ツリー）を説明し、部会員で共有した。 

・関係機関の取り組みを部会員から説明してもらい、互いに理解・共有を図ることできた。 

・高等総合支援学校から商工会議所青年部に対して、学校見学に来てもらいたいことと、

生徒に企業見学させてもらいたいとの要望があり、商工会議所青年部で対応の可否を検

討することとなった。 
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【第４回】 

・関係機関の取組内容を部会員から説明してもらい、理解及び情報の共有を図ることがで

きた。また、質問や取組内容の改善など、積極的な意見交換が行われた。 

・第３回部会での情報共有の中で、高等総合支援学校から長岡市商工会議所青年部に出さ

れた要望について、商工会議所から内諾があり、平成 29年度中に実施の方向となった。 

・平成 29年度の部会の取組内容について意見交換を行い、方針を決定した。 

今
後
の
検
討
の
方
向
性 

・「就労関係機関シート」と「取組内容一覧表」を精査し、いずれ外部に発信できるよう

に検討する。（専門用語を少なくするなど、誰が見てもわかりやすいものにする。） 

・企業が障害者雇用をしたいと思い、障害者や訓練現場を見学したいと考えた際に、タイ

ムリーに就労支援事業所を見学できるようなシステムづくりを検討する。 

・企業実習先の開拓にあたり、実習に出したい目的や、実際に実習に出られる人の人数な

どの確認が必要であるため、まず、部会員同士で情報交換し、実態等を確認する。 

 

 【次回以降のスケジュール】 

   平成 29年 5月開催予定 

 

運
営
会
議
へ
の 

伝
達
事
項
等 

 

 


